
１１６ 昭和時代 憲政の常道と相次ぐ恐慌 

                                 
“憲政の常道”とは 

 

 

 

 政党内閣期（憲政の常道時代）のテーマ 

 

 

 

＜ 加藤高明 内閣＞(護憲三派内閣)      

 

 

1925 日ソ基本条約  (日ソ国交樹立) 

 

 

1925 男子普通選挙法    公布 

 正確には衆議院議員議員選挙法改正。 

 

 

 

 

 

※1924 市川房枝ら 婦選獲得期成同盟会  

 

1925 治安維持法   公布 

 ･ 国体 を変革または 私有財産 制 

 を否認を目的とする結社に加入した者は 

 10年以下の懲役に処す 

1925 憲政会単独内閣となる 

 

1926 加藤高明在任中に病死 

 

＜ 若槻礼次郎 内閣＞(憲政会内閣)      

 

1926 大正天皇崩御、 昭和 と改元 

  （ 一世一元の制 にもとづく） 

 

1925 中国で 孫文 病没(＠広州) 

   義弟の 蒋介石 が後継者(＠広州) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1925 上海で列強の企業の支配に抗議する 

   五･三〇事件  在華紡に多大被害 

 

1926 蒋介石が国権回収運動を唱えて 

    北伐 開始 

 

 

 

1927 金融恐慌   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

･特に大戦中急成長した 鈴木商店 が破

綻し、融資していた台湾銀行が経営危機に。 

･ 台湾銀行救済緊急勅令 案 

→緊急勅令案を  枢密院  が否決 

 


